






その他のタイトル A man of the monster of movie “blood and the









































































































































































































































































































































































































































































2 梁石日(ヤン・ソギルド 1936年8月13日大阪市猪飼野生まれの「在日j の作家で、著書
に小説『タクシー狂想曲~ rr族譜の果て~ Iï子宮の中の子守歌~ rr夜を賭けて~ (2002年
金守珍監督により映画化) Iï血と骨~ (2004年雀洋一監督により映画化) ~夏の炎~ r間






め、 1981年日本テレピ f70ロパガンダ-~で監督デビューする。 1983年、映題デビュ
ーとなった F十階のモスキート』で毎日映画コンクール新人賞、ヨコハマ映画祭新人
監督賞を受賞した。他の映画作品には『性的犯罪ふ『いつか誰かが殺されるふ『友よ、
静かに旗れ』、 F黒いドレスの女』、『花のあすか組!jJ、 fAサインデイズ』、 F豚の報い』、
『犬、走る』、『血と骨』などがある。




















































13 1905年をさかいに朝鮮半島で f賢母良妻Jという言葉が女性教育に用いられ、 1906年
以降に f賢母良妻Jという言葉が四字熟語の言葉としてメディアに頻繁に登場するこ
とになるo
















李寵錦「植民地朝鮮の「新女性j と母性イデオロギ一 一ーの小説 rJと彼女の言説
分析を通して一一-JWお茶の水女子大学ジェンダーセンタ一年報』第9号、お茶の水女










金鑓淑「日本の f良妻賢母j と韓国の「賢母良妻Jにみる女子教育観JW EI本近代国家
の成立とジェンダー』柏書房、 2003年、 20頁 参考
深谷畠志『良妻賢母主義の教育』禦明書店、 1965年、 pp.139"-'140 参考


















25 小説版と映画肢の両方から、金使平が清子を fモノj にしたことへの喜びから、朝鮮
人部落の街で日本帝国主義からの勝利の「戦利品j である靖子を見せびらかす場面が
ある。この場面から金俊平にとって稽子の存在は、ただ「女Jの「性j を「ものJに





28 北朝鮮「帰国j 事業は、 1959年12月14日から1984年7月25日まで行われ、日本の新
潟港から北朝鮮の清津港まで187回に渡る掃国船で約93390名が北朝鮮に rl賄額jした。
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